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【背景】 

若い看護師のアセスメント能力・実践能力不足に加え、フォロー体制が不十分なことに起因するイ

ンシデント事例が少なくない。これは、フィジカルアセスメント能力を備えた看護師によるリーダー

役割が十分果たせていないことに一因があり、中でも看護の継続性や質の保証という点でリーダーの

役割認識が低い為と考えている。また、平成 24 年 1 月より電子カルテシステムがバージョンアップ

し、指示システムがコンピュータ化される。今回のバージョンアップでの特徴は、完全なペーパーレ

スでの運用を目指している点にある。現在指示に関連する業務の多くをリーダーが担っていることか

ら、導入準備の如何によらず、指示システムの安定稼働までには他のリーダー業務に影響を及ぼす可

能性があると懸念している。以上の状況から、指示システムの安全な運用と若い看護師のフォロー体

制を整え、且つ質の高い看護を提供するために新しいリーダー体制が必要と考える。 

また、当院の看護部では、固定チームナーシングの弊害を解消するために平成 21 年度より「チー

ムナーシングを推進する」方針が出された。「チームナーシングを推進する」活動の中で、チームナ

ーシングが機能するためにはリーダーの役割認識と遂行のためにリーダー育成が課題であると統一

した考えに至った。そこで今年度リーダーの業務基準の作成により役割の明確化・業務の標準化を図

り、リーダー2人体制（ケアリーダー・指示リーダー）の提案、リーダー育成に取り組むこととした。 

※リーダーとは、勤務帯リーダーを指す。 

 

【目標】指示システムの電子化に起因する看護の質低下の回避、および若手看護師のフォローができる

リーダー体制を構築する。 

 

【実践計画】 

1．リーダー役割の明確化、リーダー業務の標準化を図る。 

1）委員会と連携し勤務帯リーダーの業務基準を作成する。 

2）業務基準とリーダー2人体制の推進について経緯を説明、師長会での検討・承認を得る。 

3）リーダー2人体制導入後の評価をする。 

2．勤務帯リーダーを育成する。 

1）教育委員会と連携し、勤務帯リーダー業務基準に則った実践的研修を実施する。 

2）勤務帯リーダーの手引書を作成し、部署でのリーダー教育・自己学習への活用を促す。 

3）経営的視点を育成する研修を開催する。 

4）ラダーⅡ取得を推進する。 

5）リーダー役割の自己評価アンケート実施 

3．フィジカルアセスメント能力の向上 １）部署での事例検討会の開催 

 

【結果】 

師長が所属する教育・質改善・業務経営改善委員会の3つの委員会が協力し、勤務帯リーダーの業務

基準の作成、リーダー研修を実施した。リーダー研修は、師長による勤務帯リーダーの役割についての

講義と副師長たちの経験や部署の取り組みの紹介より構成し、受講生はケアリーダーの必要性を理解で

きていた。リーダー2人体制とチームナーシング推進は表裏一体の活動であり、固定チームナーシング



を継続している3部署中１部署に、チームナーシングへの移行のために委員会が介入し、スタッフへの

聞き取りやリーダー2人体制についての啓発を行った。目標とは一部異なるが、今年度2部署リーダー2

人体制を導入し計10部署となった。 

勤務帯リーダー役割についての自己評価アンケート結果では、各項目経験を経るにつれて平均点が上

がっていくが、「15年～19年」は「10～14年」よりも低かった。文献によると、ライフステージを反映

し時間的・精神的な余裕のなさから「看護という仕事へのコミットメント」が低くなる時期と考えられ

るが、「20年以上」の臨床実践の能力の高さとバランスから判断すると、「15年～19年」は看護の質の

充電期間と捉えられ、年齢階級や背景に応じた教育的支援は重要であると考える。 

 

【評価と今後の課題】 

1．電子指示システム稼働後のインシデントから、指示リーダーの役割・業務の評価・再検討する。 

2．継続性が高まるようにリーダーの勤務計画について検討する。 

3．勤務帯リーダー役割についての自己評価アンケートを継続し、リーダー育成の１指標とする。 

4．若手の教育効果、業務効率から福井大学のパートナーシップシステムが紹介されたことから当院で   

の導入の如何について検討する。 
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【別添】 

勤務帯リーダー役割自己評価アンケート（リカート尺度 5件法）結果 

※アンケートは、山品晴美（国立国際医療研究センター病院）らの開発した「勤務帯リーダー役割

自己評価尺度」を使用した。 

1）目  的：勤務帯リーダーの役割遂行上の課題を明確にし、リーダー教育に活用する 

2）実施期間：平成 23年 12月 26日～ 1月 6日 

3）対 象 者：病棟においてリーダーの役割を担っている看護師・助産師（11/30付） 

回 収 率：83.1％ （配布数 255 回収数 213）  

※グラフの軸の値は、経験年数間の差を分かりやすくするために、2～4とした。 
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4 病棟全体を見守り、先を見通

しながら業務を進める 
最適な人物に業務を委任する 

個々の医療スタッフが必要と

する情報を過不足なく伝える 

忘れられそうな業務を見つけ

出し、確実な実施に繋げる 

援助方法に関するメンバーと

の話し合いを推進する 

業務遂行に必要な内容をメン

バーが学習できる機会をつ… 

病棟状況の変化に柔軟に対応

する 

1年未満 ２～３年 4～5年 6～9年 10～14年 15～19年 20年以上 

勤務帯リーダー役割自己評価 （リーダー経験年数別） 


